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「県内酒造会社から当協議会に消毒用エタノール（代替品）をご寄付頂きましたので、

順次発送致します。」

未曽有の疫病襲来の最中、院内感染の脅威と戦いながら、地域医療を死守する会員の皆様
の御健闘に心より感謝申し上げます。

和歌山県においては、ようやく緊急事態宣言が解除され、サージカルマスクの供給体制も
徐々に整い、高沸したマスクの値段も下がってきておりますが、消毒用エタノール等は今も
入手困難な状況にあり、緊急事態宣言解除による商業施設の再稼働により、民間企業への需
要増加から、再び医療機関での入手困難が危惧されます。第 2 波襲来に向けて、私達有床診
療所も今のうちに防護資材の備蓄を充実させる必要があります。

私事で恐縮ですが、紀の川市にある「九重雑賀」（ココノエ酢で知られています）に嫁い
だ妹の旦那に、有床診療所での消毒用エタノール不足につき説明したところ、「日本酒も作
っているので困っている医療機関の為に消毒用エタノール（代替品）を作りましょう」と申
し出があり、ココノエ酢の 500ｍL ガラス瓶入り 65 vol％エタノールの製造に着手下さりま
した。6/5 頃より順次供給開始とのことです。既に紀の川市市役所や消防本部、首都圏等へ
の納入も予定されておりますが、当協議会会員の皆様には、僅かながら無料提供頂けること
となりました。当協議会会員の皆様に 65 vol％エタノール 500ｍL×2 本を「九重雑賀」よ
り順次発送下さるとのことですので、どうぞご利用頂ければ幸いです。

尚、エタノール濃度が 70％でなく「65 vol％」に設定された根拠ですが
①60％台のエタノールは厚労省事務連絡上、新型コロナへの手指消毒用に使用しても差し
支えない。
⇒「新型コロナウイルス感染症の発生に伴う高濃度エタノール製品の使用について （改定
（その２））」（厚労省事務連絡令和 2 年 4 月 22 日）
②67 vol％相当以上のアルコール類は消防法の規制対象となり扱いに注意が必要となる。
⇒「新型コロナウイルス感染症の発生に伴う薬局等での高濃度エタノール製品の取扱いに
ついて（改定）」（厚労省事務連絡令和 2 年 4 月 22 日）

以上、2 つの要件をクリアしている為、使い勝手が良い濃度設定との事です。
もし、追加希望がございましたら、有償とはなりますが当会会員の皆様には優先的に市販

価格より安く御提供頂けることとなりました（500 ㎖ 1 本税抜通常 900 円を会員 810 円）
ので、「九重雑賀」迄ご連絡頂ければ幸いです。詳細は別紙「九重雑賀」資料をご覧下さい。
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時下 益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
小職は、辻医院 院長 辻 興 氏の義弟で、和歌山県紀の川市で「九重酢」という

食酢と日本酒、リキュール、清涼飲料水を製造している株式会社九重雜賀で代表取締役を務
めております、雜賀俊光と申します。

平素は、「九重酢」をはじめ弊社製品をご愛顧賜り、厚く御礼申し上げます。

さてこの度、厚生労働省医政局経済課より、新型コロナウィルスに対し、
「６０vol%台のエタノールにより消毒でも一定の有効性があると考えらえる」との
報告がありました。

医療機関、老人保健施設はじめ、公共機関で高濃度エタノールが不足していることを
多数耳にする中、日本酒の製造元でもある弊社が「高濃度エタノール」の製造を開始
致しました。

皆さまにご案内させて頂きます本製品は、高濃度エタノール 65％で、医薬部外品ではあ
りませんが、消毒用エタノールの代替品として、手指消毒に使用することが可能です。

手指消毒用、ドアノブ、手すり等の洗浄用にご使用くださいませ。

詳細につきましては、製品仕様書を同封させて頂きます。

コロナウイルス感染症の終息までまだしばらく時間を要することと思われます。

最前線でご活躍されております皆さまの、ご健康を心よりお祈り申し上げます。
敬具






